


建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
と
も
な
い
、
大
館

都
市
計
画
用
途
地
域
の
第
１
種
・
第
２
種
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、

工
業
地
域
、
準
工
業
地
域
に
お
け
る
建
ぺ
い
率
を
都
市
計
画
決
定
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
建
築
基
準
法
に
よ
る
制
限
値
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

確
認
で
き
る
期
間
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

１０
月
１０
日（
木
）〜
２４
日（
木
）
８
時
３０
分
〜
１７
時

確
認
で
き
る
場
所
・
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出

変
更
案
に
ご
意
見
の
あ
る
か
た
は
、
意
見
書
を
文
書
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

提
出
期
限
・
１０
月
２４
日（
木
）

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
意
見
提
出
先
は

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

大
館
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
３
５
５
）

県
で
は
、
大
館
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
「
用
途
指
定
の
な
い
地
域
」
の

建
築
制
限
を
変
更
す
る
予
定
で
す
。

変
更
す
る
項
目
と
数
値

容
積
率
４
０
０
％
か
ら
２
０
０
％
へ

※
他
の
項
目
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
指
定
案
へ
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
と
ご
意
見
提
出
先
は

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２
０
番
地

大
館
市
役
所
建
設
部
都
市
計
画
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
３
５
５
）

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
city.odate.akita.jp

ま
た
は

〒
０
１
０
―
８
５
７
０

秋
田
市
山
王
４
丁
目
１
番
１
号

秋
田
県
建
設
交
通
部
建
築
住
宅
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
５
６
５

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kjsidou@
pref.akita.jp

城
南
小
学
校
周
辺
に
「
部
垂
町
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
９
年
、
部
垂
町
に
住
む

小
学
生
が
町
名
の
由
来
に
関
心
を
持
ち
、
茨
城
県
大
宮
町
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
本
市
と
大
宮
町
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
年
々
盛
ん
に

な
り
、
今
年
も
城
南
小
学
校
の
５
年
生
４０
人
が
大
宮
町
を
訪
れ
た
の
を
始
め
、
大

館
市
文
化
財
保
護
協
会
に
よ
る
訪
問
・
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
４
０
０
年
前
の
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）、常
陸
国
を
支
配
し
て
い
た

佐
竹
氏
が
秋
田
に
国
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
初
代
大
館
城
代
と
な
る
小
場
氏
（
佐

竹
西
家
）
も
、
先
祖
代
々
大
宮
町
を
本
拠
地
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
佐
竹
氏
と
と

も
に
秋
田
へ
と
移
っ
て
き
ま
し
た
。
は
る
ば
る
大
宮
町
か
ら
大
館
へ
来
ら
れ
た

方
々
の
「
望
郷
の
念
」
は
非
常
に
強
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
察
し
ま
す
。

去
る
８
月
２７
日
、
私
が
大
宮
町
を
訪
れ
た
と
き
に
は
、
大
館
の
地
名
や
神
社
仏

閣
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
大
宮
町
に
は
「
部
垂
城
跡
」
が

あ
り
、
近
く
の
御
前
山
村
に
は
「
長
倉
城
跡
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
宮
町

の
小
場
城
跡
周
辺
に
は
「
宗
福
寺
」「
遍
照
院
」「
一
心
院
」「
八
幡
神
社
」の
跡
地

が
あ
り
ま
し
た
。

国
替
え
と
な
り
、
二
度
と
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
佐
竹
武
士

団
の
心
情
を
考
え
れ
ば
、
な
じ
み
の
城
の
名
前
を
せ
め
て
町
名
に
し
た
、
と
い
う

こ
と
も
想
像
で
き
「
部
垂
」
や
「
長
倉
」
の
町
名
は
、
ま
さ
に
城
の
名
前
だ
っ
た

と
い
う
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
宮
町
と
の
交
流
を
深
め
て

い
く
に
従
っ
て
、
地
名
の
由
来
や
ご
先
祖
様
の
発
祥
の
地
な
ど
が
ど
ん
ど
ん
判
明

し
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
郷
土
博
物
館
で
は
大
館
佐
竹
家
文
物
展
と
し
て
、
大
館
に
関
わ
る
貴
重

な
史
・
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
を
生
き
る
私
ど
も
が
、
ご
先
祖
様
に
思
い

を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
佐
竹
氏
入
部
４
０
０
年
と

い
う
節
目
を
契
機
に
、
大
宮
町
と
の
歴
史
的
な
繋
が
り
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
流
を
深
め
ま
す

佐
竹
氏
入
部
４
０
０
年
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ごご
確確
認認
くく
だだ
ささ
いい

�．２４１

市
長
リ
ポ
ー
ト

大大館館都都市市計計画画区区域域

ごご
意意
見見
をを
おお
聞聞
かか
せせ
くく
だだ
ささ
いい



１０
月
２１
日
か
ら
水
道
課
の
事
務
所
が

旧
法
務
局
庁
舎
（
秋
田
犬
会
館
裏
）
に

移
転
し
ま
す
。
水
道
料
金
の
納
付
は
、

従
来
ど
お
り
市
役
所
内
の
銀
行
窓
口
で

も
で
き
ま
す
が
、
納
付
書
を
紛
失
し
た

と
き
な
ど
再
発
行
が
必
要
な
か
た
は
、

お
手
数
で
す
が
新
事
務
所
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
番
号
は
従
来
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。
水
道
に
関
す
る
相
談
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
今
ま
で
ど
お
り
に
お
願

い
し
ま
す
。

所

在
大
館
市
字
三
の
丸
１３
番
地
１９

�
４２
―
４
１
１
７
（
水
道
課
直
通
）

�
４９
―
３
１
１
１

（
大
館
市
役
所
代
表
）

FAX
４３
―
５
５
２
４

※
お
車
で
お
越
し
の
際
は
、
付
近
の
国

道
７
号
が
右
折
禁
止
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問

水
道
課
（
内
線
３
１
５
）

支
払
い
に
出
か
け
る
の
が
お
っ
く
う

で
、
つ
い
水
道
料
金
を
納
め
忘
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
な
ら
、
銀

行
や
郵
便
局
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
支
払

い
に
出
か
け
な
く
て
す
み
ま
す
。

水
道
料
金
の
支
払
い
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
窓
口
・
各
金
融
機
関
、
郵
便
局

必
要
な
も
の

預
金
通
帳
、
通
帳
の
印
鑑
、
水
道
料

金
の
請
求
書
か
領
収
書

問

水
道
課
（
内
線
２
９
５
、３
５
０
）

�小規模企業者
常時雇用従業員が２０人以下の企業（商業・サービス
業は５人以下）
�創業者
創業予定者又は開業してから５年未満の事業者

�小規模企業者は、次に該当する設備
・設備の導入により付加価値額又は従業員１人あた
りの付加価値が一定以上向上すると見込まれるも
の
・公害防止、省エネ設備
�創業者は、設備の指定はありません
※土地及び建物、賃貸用物品を除きます

小規模企業者
５０万円～４，０００万円
創業者
開業１年未満の場合は２５万円～４，０００万円

設備費の２分の１以内
７年以内（公害防止施設は１２年以内）
※耐用年数に応じます
１年経過後年賦均等償還
無利息

�対象設備に譲渡担保を設定し、譲渡担保物権に損害
保険を付保し、保険金請求権に質権を設定します
�油圧ショベル、ホイルローダー、クレーン付きトラッ
クなど移動可能な設備については、不動産抵当の設
定が必要です
�保証人は２人以上必要です

貸付対象企業

対象機械
設 備

貸し付け
限 度 額

貸 付 率

貸付期間

返済方法
貸付利息

担保・保証人

貸

付

条

件

リ ー ス 契 約
秋田県内に機械設備を設置する中小企業者又は創業予定
者
土地、建物、リース賃貸を除く設備
１００万円～６，０００万円
２人以上

７年

１．３９０
％

１．３７１
％

毎月払い

不要

６年

１．５９２
％

１．５７３
％

５年

１．８６８
％

１．８５０
％

４年

２．２９６
％

２．２７４
％

３年

２．９９０
％

２．９６９
％

割賦契約

７年以内

２．５０％

２．１０％

６カ月据
え置き後
元金均等
半年賦払
貸与額の
１０％

対 象 者

対 象 設 備
限 度 額
連帯保証人
償還・
リース期間

一
般
枠

特
別
枠

返 済 方 法

保 証 金

損 料・
月 額
リース
料 率

水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

水水
道道
課課
のの
事事
務務
所所
がが
移移
転転
しし
まま
すす

小規模企業者の皆さんが設備を県内に設置するための費用の、
半額以内を無利子で貸し付けする制度です。

� ０１８―８６０―５６０７

大館市ラジオ体操会終了大会
と き・１０月１４日（月）体育の日 ７時～（６時４０分までに集合）
ところ・桂城小学校グラウンド
※６時に開催合図の花火を打ち上げます（雨天中止）。
問 中央公民館 �４２―４３６９

設設備備投投資資ににごご利利用用くくだだささいい

小規模事業者等設備導入資金貸付事業

設備貸与・機械類貸与事業
希望する機械設備を、長期間にわたり低利で割賦販売または
リースする制度です。

Ｅメール setsubi@bic-akita.or.jp
問（財）あきた産業振興機構

FAX ０１８―８６３―２３９０
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人人
口口
のの
推推
移移
とと
人人
口口
密密
度度

人
口
は
市
の
勢
い
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
合
併
後
の
市
の
人
口
が
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
は
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。

平
成
１２
年
の
大
館
市
・
比
内
町
・
田

代
町
（
１
市
２
町
）
の
人
口
は
約
８
万

６
千
人
、
こ
れ
に
鹿
角
市
・
小
坂
町
を

加
え
た
２
市
３
町
で
は
約
１３
万
３
千
人
、

さ
ら
に
鷹
巣
・
阿
仁
地
域
の
５
町
村
を

加
え
た
２
市
７
町
１
村
で
は
約
１７
万
８

千
人
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
市
と
同
様
近
隣
市
町
村

も
人
口
は
減
少
し
て
お
り
、
昭
和
６０
年

か
ら
平
成
１２
年
ま
で
の
１５
年
間
に
１
市

２
町
で
は
約
８
千
人（
９
％
）、
２
市
３

町
で
は
約
１
万
５
千
人（
１０
％
）、
２
市

７
町
１
村
で
は
約
２
万
４
千
人（
１２
％
）

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
減
少
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
見

込
ま
れ
、
地
域
経
済
の
衰
退
や
こ
れ
に

と
も
な
う
税
収
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

幼
稚
園
や
学
校
な
ど
の
運
営
に
も
影
響

を
与
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
口
と
面
積
と
の
関
係
で
は
、

面
積（
１
�
当
た
り
人
口
密
度
）が
１
市

２
町
で
は
９
１
３
・
７０
�
（
約
９４
人
）、

２
市
３
町
で
は
１
７
９
９
・
０４
�
（
約

７４
人
）、
２
市
７
町
１
村
で
は
３
２
０

８
・
４３
�（
約
５５
人
）と
な
り
ま
す
。
合

併
の
規
模
を
大
き
く
す
る
ほ
ど
人
口
は

増
え
ま
す
が
、
逆
に
人
口
密
度
は
小
さ

く
な
り
ま
す
。

財財

政政

状状

況況

財
政
状
況（
歳
入
）を
平
成
１３
年
度
決

算
見
込
み
で
見
る
と
、
本
市
の
住
民
１

人
当
た
り
の
歳
入
総
額
は
約
３６
万
７
千

円
で
す
。
そ
の
内
訳
は
自
主
財
源
で
あ

る
市
税
は
２７
・
３
％
、
国
か
ら
の
普
通

地
方
交
付
税
は
２６
・
５
％
、
借
金
で
あ

る
市
債
は
９
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
市
町
村
は
、
総
額
で
す
べ
て
本

市
を
上
回
っ
て
お
り
、
多
い
と
こ
ろ
で

は
２
・
６
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
般
的
に
市
町
村
税
の
占
め
る
割
合
が

低
く
、
国
か
ら
の
普
通
地
方
交
付
税
や

借
金
で
あ
る
市
町
村
債
の
占
め
る
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
財
政
力
が
弱
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

財財

政政

指指

標標

全
国
の
市
町
村
の
財
政
状
況
を
比
較

す
る
指
標
と
し
て
、
財
政
力
指
数
、
経

常
収
支
比
率
、
公
債
費
負
担
比
率
が
あ

り
ま
す
。

財
政
力
指
数
は
、
平
均
的
水
準
で
行

政
を
行
っ
た
場
合
に
要
す
る
経
費
に
対

す
る
市
町
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
割

１１７７
万万
８８
００
２２
２２
人人

１１３３
万万
２２
６６
００
３３
人人

８
万
６
２
８
８
人

１１８８
万万
５５
４４
６６
５５
人人

１１３３
万万
７７
１１
１１
８８
人人

８
万
８
２
３
１
人

１１９９
万万
９９
８８
４４
人人１１４４

万万
５５
７７
８８
人人

９
万
９
８
人

２２００
万万
１１
５５
４４
６６
人人

１１４４
万万
８８
００
７７
４４
人人

９
万
４
５
２
６
人

人口密度
（１�当たり、Ｈ１２）
１６５人
５９人
２６人
５５人
４０人
６７人
２３人
１２人
７１人
１３人

人 口
Ｈ１２

６６，２９３人
１２，０９５人
７，９００人
３９，１４４人
７，１７１人
２１，８１８人
７，８０６人
４，４４３人
７，９８３人
３，３６９人

Ｈ７
６７，２１４人
１２，７１３人
８，３０４人
４１，１８４人
７，７０３人
２３，０３４人
８，３５９人
４，８５５人
８，５４６人
３，５５３人

Ｈ２
６８，１９５人
１３，２００人
８，７０３人
４２，４０７人
８，０７３人
２３，６２８人
８，９５２人
５，１１２人
８，９６８人
３，７４６人

Ｓ６０
７１，７９４人
１３，６８３人
９，０４９人
４４，４９９人
９，０４９人
２４，６２４人
９，８２７人
５，５９６人
９，３０９人
４，１１６人

面 積

４０１．５４�
２０５．３９�
３０６．７７�
７０７．３４�
１７８．００�
３２５．９７�
３４１．８８�
３７１．９２�
１１２．８０�
２５６．８２�

市町村名

大 館 市
比 内 町
田 代 町
鹿 角 市
小 坂 町
鷹 巣 町
森 吉 町
阿 仁 町
合 川 町
上小阿仁村

�広報大館２００２．１０．１

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななななでででででででででででででででででででででででででででででででで考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええええええええええええええよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううううううううう
『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併併』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooooooooooooooo................................３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３

今今回回はは、、本本市市がが市市町町村村合合併併ををすするるととししたた場場合合にに、、そそのの相相手手

方方ととししてて考考ええらられれるる近近隣隣市市町町村村のの人人口口やや財財政政状状況況ななどどををおお知知

ららせせししまますす。。ここれれららはは、、市市町町村村合合併併をを検検討討すするるににああたたりり、、市市

町町村村のの規規模模やや勢勢いいをを知知るるたためめのの重重要要なな要要素素ととななるるももののでですす。。

１市２町
２市３町
２市７町１村

資料：国勢調査

大館市と近隣市町村の面積・人口の推移・人口密度

Ｈ１２Ｈ７

合併パターンによる人口の推移

Ｈ２Ｓ６０
５

１５

２０

１０

人
口
（
万
人
）



割
合
を
示
し
た
も
の
で
す
。「
１
」に
近

い
か「
１
」を
超
え
る
ほ
ど
財
源
に
余
裕

が
あ
り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
国
の
地
方

交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

全
国
の
市
町
村
の
平
均
は
０
・
４
０

０
で
、
本
市
は
０
・
４
７
７
で
す
。
近

隣
市
町
村
で
は
、
鷹
巣
町
が
０
・
３
３

０
、
鹿
角
市
が
０
・
３
２
５
、
そ
の
他

の
町
村
は
さ
ら
に
自
主
財
源
の
割
合
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
地
方
交
付
税
制
度
の
見
直
し
が

す
で
に
実
施
さ
れ
、
今
後
、
財
政
力
指

数
の
低
い
（
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
）
市
町
村
は
一
段
と
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

次
に
経
常
収
支
比
率
は
、
市
町
村
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
が
人

件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務

的
経
費
に
ど
の
く
ら
い
支
出
さ
れ
た
か

を
示
す
指
標
で
す
。
そ
の
比
率
が
低
い

ほ
ど
弾
力
的
な
財
政
運
営
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
市
は
８０

％
、
町
村
で
は
７５
％
が
妥
当
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
近
隣
市
町
村
は
す
べ
て
８０

％
を
上
回
り
、
本
市
も
８８
・
６
％
と
高

い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
債
費
負
担
比
率
は
公
債
費

（
過
去
に
借
り
入
れ
し
た
借
金
の
返
済
金
）

の
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
で
、
１５
％

が
警
戒
ラ
イ
ン
、
２０
％
が
危
険
ラ
イ
ン

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
は
１６
・
７

％
で
、
近
隣
市
町
村
で
も
６
市
町
村
が

１５
％
を
超
え
る
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
。

ささ
まま
ざざ
まま
なな
観観
点点
かか
らら
議議
論論
をを

市
町
村
合
併
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

は
、
将
来
の
人
口
規
模
や
面
積
、
人
口

密
度
や
人
口
集
中
状
況
が
ど
う
な
る
か
、

ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
か
な
ど
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
合
併
相
手
の
財
政
状

況
な
ど
を
本
市
と
比
較
検
討
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
町

村
合
併
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

歳入総額

３６７，４４８円
（１００％）

４８９，２２４円
（１００％）

６６９，５６５円
（１００％）

４７２，５４２円
（１００％）

６５０，０４１円
（１００％）

４２３，８８９円
（１００％）

７００，３８４円
（１００％）

９３７，３３７円
（１００％）

６４１，６５２円
（１００％）

８８６，７６１円
（１００％）

そ の 他

１３６，０３１円
（３７．０％）

１７３，６１２円
（３５．５％）

２１８，７１１円
（３２．７％）

１７２，９４４円
（３６．６％）

２４３，５０４円
（３７．５％）

１５８，３７５円
（３７．４％）

１８１，６９７円
（２６．０％）

３０８，７１２円
（３２．９％）

１９０，９７３円
（２９．８％）

３００，４６３円
（３３．９％）

市町村債の額

３３，７３６円
（９．２％）

４７，０５１円
（９．６％）

１１３，３６０円
（１６．９％）

４２，４５８円
（９．０％）

４９，４７０円
（７．６％）

２６，７８６円
（６．３％）

５８，２７６円
（８．３％）

１１５，８５７円
（１２．４％）

６７，４９６円
（１０．５％）

４９，５６０円
（５．６％）

普通交付税額

９７，５３９円
（２６．５％）

２０６，３１５円
（４２．２％）

２５９，８２５円
（３８．８％）

１７０，２２４円
（３６．０％）

２５４，１４４円
（３９．１％）

１５６，０２３円
（３６．８％）

３８３，２７６円
（５４．７％）

４６０，３２１円
（４９．１％）

３２１，４７５円
（５０．１％）

４８０，０７８円
（５４．１％）

市町村税額

１００，１４２円
（２７．３％）

６２，２４６円
（１２．７％）

７７，６６９円
（１１．６％）

８６，９１６円
（１８．４％）

１０２，９２３円
（１５．８％）

８２，７０５円
（１９．５％）

７７，１３５円
（１１．０％）

５２，４４７円
（５．６％）

６１，７０８円
（９．６％）

５６，６６０円
（６．４％）

市町村名

大 館 市
（構成割合）

比 内 町
（構成割合）

田 代 町
（構成割合）

鹿 角 市
（構成割合）

小 坂 町
（構成割合）

鷹 巣 町
（構成割合）

森 吉 町
（構成割合）

阿 仁 町
（構成割合）

合 川 町
（構成割合）

上小阿仁村
（構成割合）

大館市と近隣市町村住民１人当たりの歳入額とその内訳

資料：平成１３年度決算見込み

２１世紀のまちづくり

広報大館２００２．１０．１

市
町
村
合
併
の
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
振
興
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
６
９
）

�



年
々
農
業
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
、
農
業
離
れ
を
し

て
い
く
若
い
人
や
高
齢
に
よ
り
作
業
委
託
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
か
た
も
い
ま
す
。
ま
た
、
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
農
地
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
厳
し
さ
に
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
集
落
み
ん
な

で
新
し
い
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る『
立
花
フ
ァ
ー
ム
』

を
訪
ね
、
理
事
長
の
長
崎
祥
悦
郎
さ
ん
か
ら
そ
の
活
動

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

法
人
化
の
き
っ
か
け

下
川
沿
地
区
立
花
集
落
は
市
の
西
方
、

米
代
川
と
国
道
７
号
に
隣
接
す
る
農
業

地
帯
で
す
。
稲
作
を
中
心
に
昭
和
５０
年

代
か
ら
秋
冬
ネ
ギ
の
生
産
に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

農
家
戸
数
は
４９
戸
で
す
が
、
他
の
地

域
と
同
様
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

よ
る
将
来
へ
の
不
安
、
機
械
化
に
よ
る

コ
ス
ト
増
な
ど
多
く
の
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
し
た
。

「
立
花
フ
ァ
ー
ム
」
設
立
の
き
っ
か

け
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
農
地
の
区
画

整
理
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
一
つ

ひ
と
つ
の
農
地
が
大
き
く
な
り
（
１０
〜

３０
ａ
か
ら
１
ha
へ
）、各
農
家
が
持
っ
て

い
た
従
来
の
小
さ
な
機
械
で
は
、
効
率

的
な
農
作
業
が
で
き
な
く
な
る
事
態
に

直
面
し
ま
し
た
。

当
初
は
４
人
の
担
い
手
に
農
地
の
集

積
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
個
人
で
は

大
型
・
高
性
能
機
械
へ
の
投
資
や
米
の

生
産
調
整
へ
の
対
応
な
ど
で
経
営
が
難

し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
集
落
み
ん
な
で
新
し
い
農

業
・
楽
し
い
農
業
を
や
り
た
い
と
い
う

意
気
込
み
が
法
人
設
立
に
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
集
落
ぐ
る
み
で
農
業
を
行

う
法
人
化
の
提
案
を
受
け
、
集
落
内
で

の
話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
の
が
平
成
１１

年
７
月
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
平
成
１２
年

１
月
３０
日
に
「
農
事
組
合
法
人
立
花
フ

ァ
ー
ム
」
設
立
総
会
が
開
催
。
同
年
２

月
２３
日
に
「
特
定
農
業
法
人
立
花
フ

ァ
ー
ム
」
が
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。

一
般
的
に
、
特
定
農
業
法
人（
※
）と

す
る
こ
と
で
農
地
を
弾
力
的
に
運
用
で

き
、
効
率
的
な
営
農
と
計
画
的
な
転
作

団
地
に
取
り
組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
国
や
県
な
ど
の
補
助
事
業
を
積

極
的
に
活
用
し
て
の
大
型
機
械
の
導
入

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
農
地
へ
の
こ
だ
わ

り
や
法
人
化
へ
の
不
安
な
ど
で
踏
み
出

せ
な
い
の
が
現
実
で
す
。
そ
の
点
、
立

花
集
落
が
短
期
間
に
県
内
第
１
号
の
法

人
化
に
成
功
し
た
の
は
、
昔
な
が
ら
の

結
（
ゆ
い
）
コ
と
い
う
無
償
の
共
同
作

業
の
習
慣
や
、
日
頃
か
ら
グ
ル
ー
プ
作

業
な
ど
の
協
力
体
制
が
出
来
上
が
っ
て

い
た
、
ま
と
ま
り
が
非
常
に
強
い
集
落

だ
っ
た
か
ら
で
す
。

※
特
定
農
業
法
人

担
い
手
不
足
や
経
営
規
模
拡
大
に
対

応
す
る
た
め
、
地
域
の
農
地
を
集
積

し
地
域
ぐ
る
み
で
農
業
経
営
を
行
う

農
業
法
人

事
業
の
現
状

�
組
合
員
・
従
業
員

「
立
花
フ
ア
ー
ム
」
に
は
集
落
の
農

家
戸
数
４９
戸
の
う
ち
４２
戸
（
組
合
員
５０

人
）
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
未
加
入
の

農
家
は
、
設
立
前
に
機
械
を
更
新
し
て

し
ま
っ
た
な
ど
の
事
情
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
将
来
は
全
農
家
が
加
入
し
集
落

ぐ
る
み
の
体
制
に
す
る
予
定
で
す
。

従
業
員
４６
人
は
ほ
と
ん
ど
が
組
合
員

と
そ
の
家
族
で
す
。
内
訳
は
、
６
人
の

男
性
が
主
に
機
械
操
作
を
担
当
し
、
ネ

ギ
作
業
を
担
当
す
る
女
性
が
４０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

�
組
織
・
役
員

８
人
の
理
事
が
置
か
れ
、
管
理
部
門
、

稲
作
部
門
、
ネ
ギ
・
転
作（
大
豆
）部
門

に
は
責
任
理
事
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い

�広報大館２００２．１０．１

安部千鶴子 さん
（餅 田）

集集落落のの和和をを強強調調すするる
長長崎崎理理事事長長

リポーター

集集落落ぐぐるるみみでで
新新ししいい農農業業にに取取りり組組むむ
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ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
理
事
は
２
人
で
、

主
に
ネ
ギ
を
担
当
し
、
女
性
な
ら
で
は

の
ア
イ
デ
ア
が
経
営
に
生
か
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

�
作
付
け
（
土
地
利
用
）

初
年
度
の
平
成
１２
年
度
は
水
稲
３０
ha
、

ネ
ギ
１５
ha
の
作
付
け
を
行
い
ま
し
た
が
、

輸
入
ネ
ギ
の
影
響
に
よ
る
価
格
の
低
迷

な
ど
か
ら
計
画
を
下
回
る
販
売
実
績
で

し
た
。
１３
年
度
か
ら
は
転
作
物
と
し
て

大
豆
を
導
入
し
、
今
年
度
は
水
稲
３０
ha
、

ネ
ギ
６
ha
、
大
豆
１０
ha
と
し
、
ネ
ギ
、

大
豆
と
も
に
大
規
模
な
転
作
団
地
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
市
場
の
動
き
な
ど
に
機
敏
に
対
応

し
た
農
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
地
代
・
労
賃

法
人
が
構
成
員
で
あ
る
個
々
の
農
家

と
利
用
権
設
定
契
約
（
原
則
１０
年
間
）

を
結
び
農
地
を
集
積
。
農
家
は
法
人
の

従
業
員
と
し
て
働
き
、
収
穫
物
は
す
べ

て
法
人
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
農
地
提

供
者
に
は
地
代
を
、
個
人
で
管
理
を
行

う
場
合
は
管
理
費
も
支
払
い
ま
す
。

労
賃
は
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
そ

の
他
の
作
業
に
分
け
ら
れ
、
男
女
同
額

の
時
給
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
機
械
・
施
設

大
区
画
農
地
に
対
応
で
き
る
大
型
で

高
性
能
な
機
械
や
施
設
の
整
備
は
、
法

人
化
に
よ
り
国
や
県
の
補
助
事
業
を
活

用
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
無
人
ヘ
リ
で
の
防
除
や
カ
ン
ト

リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
の
米
の
乾
燥
調

整
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
作
業
効
率
が

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

�
転
作
へ
の
対
応

法
人
化
・
大
規
模
農
業
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
は
減
反
が
怖
く
な
く
な
っ
た
こ

と
で
す
。
小
規
模
農
家
の
場
合
に
は
、

急
な
転
作
に
対
応
で
き
ず
農
地
を
遊
ば

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
そ
の

農
地
は
荒
れ
、
再
び
元
に
戻
す
の
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

法
人
化
に
よ
り
計
画
的
な
転
作
が
可

能
に
な
り
、
ネ
ギ
・
大
豆
の
転
作
団
地

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
花
フ
ァ
ー

ム
に
は
遊
休
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�
経
営
収
支

平
成
１２
年
度
は
ネ
ギ
の
価
格
低
迷
に

よ
り
赤
字
で
し
た
が
、
１３
年
度
は
国
の

暫
定
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
発
動
に
よ
り
ネ

ギ
の
価
格
が
高
め
に
推
移
し
た
た
め
黒

字
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
立

花
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
は
ネ
ギ
部
門
の
収

支
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

収
支
の
改
善
と
い
う
点
だ
け
み
れ
ば

ネ
ギ
部
門
の
縮
小
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
部
門
は
集
落
の
高
齢
・
女
性
農
業

者
に
「
働
く
場
所
」
を
提
供
す
る
大
事

な
雇
用
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
１３
年
度
か
ら
は
従
来
の
Ｊ
Ａ
出

荷
に
加
え
、
東
京
や
札
幌
の
量
販
店
、

地
元
の
飲
食
店
な
ど
へ
の
積
極
的
な
直

販
に
取
り
組
み
、
コ
ン
ポ
ス
ト
た
い
肥

を
使
用
し
た
よ
り
良
質
な
ネ
ギ
（
ブ
ラ

ン
ド
化
）
へ
の
試
み
も
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

立
花
フ
ァ
ー
ム
か
ら
学
ぶ
こ
と

法
人
化
は
大
区
画
農
地
を
ベ
ー
ス
に

し
た
大
型
・
高
性
能
機
械
の
利
用
や
大

規
模
な
転
作
団
地
を
可
能
に
し
ま
し
た

が
、
そ
の
生
産
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
き
め
細
や
か
な
作
物
の
観
察
や
農
地

の
適
切
な
管
理
が
不
可
欠
で
す
。
立
花

フ
ァ
ー
ム
で
は
、
稲
作
の
管
理
作
業
は

大
部
分
が
従
来
の
所
有
者
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
、
「
自
分
の
田
ん
ぼ
だ
！！
」
と
い
う

意
識
と
責
任
を
持
て
る
運
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
責
任
理
事
制
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
積
極
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
同
作
業
を
行
っ
て
い
る
高

齢
者
や
女
性
農
業
者
が
生
き
生
き
と
働

い
て
お
り
、
企
業
な
ど
を
定
年
退
職
さ

れ
た
か
た
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
「
地
域
に
残
さ
れ
た
労
働

力
」
を
組
織
化
す
る
こ
と
だ
け
で
も
農

業
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

女
性
農
業
者
で
あ
る
私
が
特
に
印
象

的
で
し
た
の
は
、
女
性
の
理
事
が
２
人

も
お
り
、
男
性
と
同
じ
責
任
を
持
っ
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

給
料（
労
賃
）も
同
額
で
あ
る
こ
と
に
も

驚
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
男
女
、
共
に

農
業
に
参
画
す
」
で
す
。

終
わ
り
に

集
落
ぐ
る
み
で
大
規
模
農
業
を
進
め

て
い
る
立
花
フ
ア
ー
ム
。
集
落
の
つ
な

が
り
と
自
立
で
き
る
農
業
の
両
立
は
、

農
業
再
生
へ
の
新
し
い
形
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
若
者
に
も
魅

力
あ
る
農
業
へ
と
つ
な
が
り
、
第
２
、

第
３
の
立
花
フ
ァ
ー
ム
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

威威力力をを発発揮揮すするる大大型型ココンンババイインン

広報市民リポーターだよりNo.３

活活躍躍すするるネネギギ堀堀取取機機
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「
『
ク
サ
レ
ダ
マ
』っ
て
何
だ
か
わ
か

り
ま
す
か
？
」
市
主
催
の
ふ
る
さ
と
探

検
号
で
の
長
崎
さ
ん
の
お
も
し
ろ
お
か

し
い
解
説
に
、
参
加
者
は
み
な
自
然
観

察
の
と
り
こ
に
な
り
ま
す
。

動
植
物
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

公
民
館
や
小
学
校
の
自
然
観
察
会
の
講

師
や
「
白
神
山
地
」
の
道
案
内
人
な
ど

を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
自
然
環
境
管
理

調
査
員
、
自
然
観
察
指
導
員
、
不
法
投

棄
監
視
員
、
森
林
保
全
巡
視
員
な
ど
で

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
か
ら
自
然
に
恵
ま
れ
た
環

境
で
育
っ
た
長
崎
さ
ん
は
、
そ
れ
が
当

た
り
前
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
動
植
物

を
観
察
し
て
知
識
を
積
み
、
独
学
で
調

査
や
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
珍
し
い
動
物
の
「
オ
コ
ジ
ョ
」
の

撮
影
に
成
功
し
、魚
の
一
種
で
あ
る「
ア

カ
ヒ
レ
タ
ビ
ラ
」
の
生
息
地
を
発
見
し

ま
し
た
。

自
然
観
察
の
基
本
は
「
ま
ず
身
の
回

り
か
ら
」
と
話
す
長
崎
さ
ん
。
わ
ざ
わ

ざ
遠
く
へ
出
か
け
る
と
か
、
特
別
な
準

備
を
す
る
な
ど
身
構
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
宅
周
辺
の
自
然
を
、
興
味

を
持
っ
て
観
察
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

だ
そ
う
で
す
。

１
人
で
出
歩
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
数
年
前
か
ら
、
奥
さ
ん
や
仲

間
と
一
緒
に
山
歩
き
を
し
て
い
ま
す
。

奥
さ
ん
は
「
私
は
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で

す
が
、
一
緒
に
山
歩
き
す
る
の
が
こ
ん

な
に
楽
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
自
然
を
愛
し
、

守
る
た
め
に
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い

る
長
崎
さ
ん
。
そ
の
活
動
を
や
さ
し
く

支
え
る
奥
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。

開 館 時 間・午前９時３０分～午後５時１５分
１０月 の 休 館 日・１３日（日）、１４日（月）、２４日（木）
１０月のテーマ図書・『登山』
大館親子読書会・４日（毎月第１金曜日）１０時３０分～

『神社の見方』司書のおすすめ

七五三、初もうで、結婚式など
暮らしに密接な関わりを持つ神社。
鳥居やこま犬が千差万別のように、
それぞれの神社自体にも個性があ
ります。今まで知らなかったこと
や見落としていたことなど、新し
い発見と感動が得られる一冊。

著 者
飯 田 史 彦
西 谷 尚
海 野 弘
佐 藤 文 明
当 山 啓
市 橋 正 光
清 水 ち な み
荒 賀 隆
長 戸 路 政 行
三 井 ひ ろ み
有 坪 民 雄
室 瀬 和 美
堤 芳 郎
小 森 健 太 朗
鳴 海 章
田口ランディ
北 方 謙 三
江 波 戸 哲 夫
吉 村 昭
野 島 伸 司
あ べ 弘 士
ジャン・カロン
堀 家 喜 久 子
森 山 京
竹 田 弘
近 藤 薫 美 子

図 書 名
働くことの意味がわかる本
祈りたかった
陰謀の世界史
戸籍って何だ
点字・点訳基本入門
紫外線Ｑ＆Ａ
大育児
竹炭
交通事故と示談の仕方
動物を看取るということ
農業に転職する
漆の文化
上手になる司会
ムガール宮の密室
夏日
ハーモニーの幸せ
コースアゲイン
部長漂流
見えない橋
ゴールデンボウル
ライオンのへんないちにち
ジェレミーのぼうけん
ねこじまくん
こうさぎのジャムつくり
星をまく人
のはらまつり

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�

長崎 富雄さん（立花１区）

広報大館 ２００２．１０．１

自 然 と と も に 生 き る

サライ編集部編・小学館

中央図書館 �４２－２５２５

私の本棚



○
昨
年
、
妻
と
２
人
で
「
き
り
た
ん
ぽ

ま
つ
り
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で

食
べ
た
き
り
た
ん
ぽ
は
本
当
に
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
秋
田
な
ら
で
は
の
味
、

こ
れ
か
ら
お
い
し
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
今
年
は
子
ど
も
と
３
人
で
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
藤
秀
樹
さ
ん
・
清
水
町
）

○
１
歳
に
な
る
娘
が
、
離
乳
食
を
な
か

な
か
食
べ
て
く
れ
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た

が
、
き
り
た
ん
ぽ
が
好
き
で
こ
れ
だ
け

は
よ
く
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
今
は
カ

レ
ー
を
か
け
た
り
、
あ
ん
か
け
に
し
た

り
き
り
た
ん
ぽ
中
心
の
食
事
を
与
え
て

い
ま
す
。

（
桜
庭
岳
子
さ
ん
・
御
成
町
２
丁
目
）

○
結
婚
を
了
解
し
て
も
ら
お
う
と
妻
の

両
親
を
訪
ね
て
、
大
阪
か
ら
大
館
に
降

り
立
っ
た
。
お
腹
を
満
た
し
て
か
ら
と

思
い
、
食
べ
た
の
が
き
り
た
ん
ぽ
鍋
。

初
め
て
の
味
に
感
動
し
た
。
お
い
し

か
っ
た
。
以
来
、
秋
に
な
る
と
妻
が
腕

を
奮
っ
て
く
れ
る
が
、
あ
の
時
の
味
と

は
ほ
ど
遠
い
。
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど

味
が
ず
れ
る
。
娘
２
人
に
郷
土
の
味
が

伝
え
ら
れ
な
い
と
嘆
く
妻
。
応
援
む
な

し
く
ま
ず
い
味
だ
。

（
間
野

明
さ
ん
・
桂
城
）

○
家
に
は
何
か
あ
る
と
大
人
数
が
集
ま

る
の
で
、
い
つ
で
も
き
り
た
ん
ぽ
が
登

場
し
ま
す
。
前
の
日
か
ら
こ
ん
ぶ
な
ど

で
だ
し
を
と
っ
て
お
き
、
当
日
は
、
家

族
全
員
で
朝
か
ら
張
り
切
っ
て
た
ん
ぽ

を
作
り
始
め
ま
す
。
手
作
り
の
た
ん
ぽ

は
売
っ
て
い
る
も
の
よ
り
も
２
倍
く
ら

い
大
き
い
の
で
、
お
汁
が
し
み
る
の
に

時
間
が
か
か
り
、
３
〜
４
時
間
前
か
ら

弱
火
で
煮
込
み
ま
す
。
今
は
亡
き
祖
母

の
味
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
が
、
追
い
つ

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
、
ず
っ
と
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
藤
由
美
さ
ん
・
小
館
花
）

ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
で
は
、

・
毎
月
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
思
い
出

話
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

・
自
筆
の
イ
ラ
ス
ト
や
決
定
的
な
瞬
間

な
ど
の
写
真

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１１
月
の
テ
ー
マ
・
「
紅
葉
」

応
募
先
〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
「
ハ
チ
公
ひ
ろ
ば
」
係

締
め
切
り
・
１０
月
１５
日
（
月
）

※
イ
ラ
ス
ト
、
写
真
は
随
時
受
け
付
け
。

問

総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１（
内
線
２
５
８
）

▽
問
題

�
大
館
市
と
近
隣
市
町
村
の
中
で
、

住
民
１
人
当
た
り
の
市
町
村
税

額
が
最
も
大
き
い
と
こ
ろ
は
？

�
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
が
原
因
と
思

わ
れ
る
火
災
の
発
生
件
数
は
？

�
た
ん
ぽ
千
本
焼
き
が
で
き
る
の

は
１
日
先
着
何
人
？

▽
応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、

答
え（
�
―
�
―
）と
、
ハ
チ
公

ひ
ろ
ば
１１
月
の
テ
ー
マ「
紅
葉
」

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

※
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
の
か
た
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
と
図
書
券
を
贈
り
ま
す
。

▽
締
め
切
り

１０
月
１２
日（
土
）当
日
消
印
有
効

▽
応
募
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館
ク
イ
ズ
係

▽
９
月
１
日
号
の
答
え

�
９
月
２０
日

�
高
く
な
る

�
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。

▽
９
月
１
日
号
の
当
選
者

・
伊
藤
由
美
さ
ん（
小

館

花
）

・
桜
庭
岳
子
さ
ん（御

成
町
２
丁
目
）

・
佐
藤
秀
樹
さ
ん（
清

水

町
）

・
成
田
綾
佳
さ
ん（
長

走
）

・
間
野

明
さ
ん（
桂

城
）

※
応
募
総
数
２９
、
全
問
正
解
数
２８

クイズ

第１５回 大館ボランティアフェスティバル～「ふくし祭り」が名称を変えて、リニューアル！～
と き・１０月６日（日）１０：００～１５：００ ところ・中央公民館、サン・アビリティーズ大館

ゆ
う

だ
い

石

川

雄

大
く
ん

■募集 卓球サークル「スターボール」会員
と き・毎週木曜日 １９：００～２１：００
ところ・サンクレア大館
申問 富樫さん �４３―９６３０（１５：００以降）

■催し 大館幼稚園保護者会バザー
保護者会主催のイベントを行います。どなたでも参加
できますので、ご家族連れでお気軽にお越しください。
と き・１０月２０日（日） １２：３０～１５：３０
ところ・大館幼稚園
主なイベント
フリーマーケット、ゲームコーナー、軽食コーナー、
マジックショー、ブラスバンド演奏など。

問 竹村さん �４３―２８０３

（
向

町
・
２
歳
）

がヒント

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
好
き
で
、
何
で
も
よ
く
食
べ

る
ん
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
似
て
い
る
か
な
？

１０月の
テーマ
「きり
たんぽ」

広報大館２００２．１０．１�



………………………………………………………………………………………………………………………………

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

Arom
atherapy

と

き
１０
月
２１
日（
月
）、２２
日（
火
）、２６
日（
土
）、２８
日（
月
）

９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
１３
時
３０
分
〜
１５
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

２０
歳
以
上
の
か
た

※
妊
娠
し
て
い
る
か
た
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
診
の
内
容

問
診
と
骨
密
度
の
測
定（
手
首
で
測
定
し
ま
す
）

持
ち
物

健
康
手
帳
、健
康
保
険
証
、自
己
負
担
金（
７
０
０
円
）

申
し
込
み
方
法

受
診
す
る
か
た
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
受

診
希
望
日
、
健
康
保
険
の
種
類
（
国
保
・
社
保
の

別
）、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
は
が
き
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

締
め
切
り

１０
月
１１
日（
金
）必
着

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、

受
診
で
き
な
い
か
た
に
だ
け
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

自自
己己
負負
担担
金金
がが
無無
料料
のの
かか
たた

�
老老
人人
医医
療療
受受
給給
者者
証証
をを
持持
参参

しし
たた
かか
たた

�
国国
民民
健健
康康
保保
険険
被被
保保
険険
者者
のの
かか
たた

�
生生
活活
保保
護護
世世
帯帯
のの
かか
たた

�
市市
民民
税税
非非
課課
税税
世世
帯帯
のの
かか
たた

※※
��
��
のの
かか
たた
はは
事事
前前
のの
申申
請請
がが
必必
要要
でで

すす
のの
でで
おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。

申申
問問

〒〒
００
１１
７７
――
００
８８
９９
７７

大大
館館
市市
字字
三三
のの
丸丸
５５５５

保保
健健
セセ
ンン
タタ
ーー

�
４４２２
――
９９
００
５５
５５

骨骨
粗粗
しし
ょょ
うう
症症
はは
、、
骨骨
のの
密密
度度
がが
減減
少少

しし
骨骨
がが
もも
ろろ
くく
なな
るる
病病
気気
でで
すす
。。
骨骨
がが
丈丈

夫夫
だだ
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
、、
骨骨
のの
太太
ささ
やや
細細
ささ

でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
骨骨
量量
（（
骨骨
のの
カカ
ルル
シシ

ウウ
ムム
量量
））
がが
十十
分分
にに
ああ
るる
ここ
とと
をを
いい
いい
まま

すす
。。
ここ
のの
骨骨
粗粗
しし
ょょ
うう
症症
はは
骨骨
量量
をを
測測
定定

すす
るる
ここ
とと
でで
発発
見見
でで
きき
、、
予予
防防
やや
治治
療療
にに

役役
立立
てて
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
春
に
皆
さ
ん
に
配
布
し
た
「
予
防
接

種
日
程
表
」
や
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
接
種
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
広
報
１０
月
１６
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー

	
４２
―
９
０
５
５

・
火
を
つ
け
た「
芳
香
用
ろ
う
そ
く
」を
入
れ
た
ガ
ラ
ス
製
容
器
が
倒
れ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
出
火
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
畳
１
畳
程
度

を
消
失
し
、
男
性
が
や
け
ど
を
負
い
ま
し
た
。

・
火
を
つ
け
た「
芳
香
用
ろ
う
そ
く
」を
ア
ル
ミ
は
く
の
上
に
乗
せ
、
テ
レ
ビ
の

上
に
置
い
て
就
寝
し
ま
し
た
。
近
く
の
雑
誌
な
ど
可
燃
物
に
火
が
移
り
出
火
、

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
１
室
が
全
焼
し
ま
し
た
。

芳
香
用
ろ
う
そ
く
・
線
香
・
液
体
を
使
用
す
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
守

っ
て
正
し
く
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・「
ろ
う
そ
く
・
線
香
・
液
体
」
を
使
用
し
て
い
る
場
所
か
ら
離
れ
る
と
き
や

就
寝
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
ろ
う
そ
く
・
線
香
・
液
体
」
を
置
く
場
所
は
、そ
の
上
部
や
周
辺
に
燃
え
や

す
い
も
の
の
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ド
ア
や
カ
ー
テ
ン

の
そ
ば
な
ど
、
倒
れ
や
す
い
場
所
に
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
台
座
は
必
ず
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
な
ど
の
燃
え
な
い
も
の
で
、
か
つ
倒
れ

に
く
い
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
燃
え
尽
き
る
直
前
は「
ろ
う
そ
く
立
て
」本
体
が
熱
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

燃
え
や
す
い
も
の
の
上
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
熱
に
弱
い

も
の
の
上
に
置
か
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
説
明
書
や
注
意
事
項
な
ど
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
「
芳
香
用
ろ
う
そ
く
・
線
香
・
液
体
」
を
用
い
た
い
わ
ゆ
る
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
（
香
り
の
効
用
を
楽
し
む
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ
せ
る
療
法
の
１

つ
）
な
ど
が
原
因
の
火
災
が
全
国
的
に
見
ら
れ
ま
す
。
大
館
市
管
内
で
も
、
こ

の
様
な
火
災
が
過
去
２
件
発
生
し
て
い
ま
す
。 市市

役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

骨
の

健
康

予
防

接
種

�広広報報大大館館２２００００２２．．１１００．．１１

火
災
警
報芳

香
用
ろ
う
そ
く
・
線
香
・
液
体
も

火
事
の
も
と
に
な
り
ま
す
！！

問

広
域
消
防
署

�
４３
―
４
１
５
１

� 正常な骨の断面

上手にとろう、カルシウム

全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
例

骨骨
粗粗
しし
ょょ
うう
症症
検検
診診

骨粗しょう症の �
骨の断面

接接
種種
期期
間間
がが
変変
わわ
りり
まま
すす

高高
齢齢
者者
のの

イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
予予
防防
接接
種種



と き 毎週金曜日（祝日を除く） １３：００～１６：００
ところ サンクレア大館 相談料 ３０分まで５，０００円
内 容 法律的紛争の解決と予防に関する相談のすべて

（予約制）
申問 秋田弁護士会法律相談センター �０１８―８９６―５５９９

子育て中のパパ・ママ
のつぶやき、おじいちゃ
ん・おばあちゃんからの
応援メッセージなど、ど
んどんご利用ください。

『ただ今３人の子育て真っ最中。
「子どもたちの笑顔作りを大事に
していきたい」「１回でも多く子
どもたちの笑顔を作ってあげた
い」そんな気持ちを込めました。』

利用するには…
と こ ろ 保健センター１階玄関ホール
利用時間 月曜日～金曜日（祝・祭日を除く）

８：３０～１７：１５
利用方法 備え付けの用紙に記入して張ってください。
問 保健センター �４２－９０５５

名名付付けけ親親
牧牧野野恵恵美美子子ささんん
（（県県市市公公営営住住宅宅））

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室

（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
総 合 福 祉 セ ン タ ー
二 井 田 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
十 二 所 公 民 館
長 木 公 民 館
上 川 沿 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
９日
（水）
２５日
（金）
２日（水）
（１１／６）
２４日
（木）
２日（水）
９日（水）
１６日（水）
１８日（金）
２３日（水）
２９日（火）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ
いとく大館ショッピングセンター

秋田職業能力開発短期大学校

樹海ドーム〈全血・成分献血〉

樹海ドーム〈全血・成分献血〉

と き
１２：００～１６：４０
９：００～１２：００
１３：００～１５：１０
９：００～１２：００
１３：００～１６：４０
９：００～１２：００
１３：００～１５：１０

１２日（土）

１３日
（日）

２６日
（土）

２７日
（日）

プログラム

ところ

市民文化会館

市民文化会館

市民文化会館
中 央 公 民 館

市民文化会館

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

中 央 公 民 館

総合福祉センター

市民文化会館

問 大館市芸術文化連盟 庄司さん �４２－３７３０

とき

１０月１２日（土）、１３日（日）
１０：００～１７：００

１０月１３日（日）
１３：３０～１６：３０

１０月１３日（日）
１０：００～１６：００

１０月１４日（月）
１８：００～２１：００

１０月１８日（金）
１０：００～１６：００

１０月１９日（土）、２０日（日）
１０：００～１６：００

１０月１９日（土）
１０：００～１５：００

１０月２０日（日）
１０：００～１６：００

１０月２５日（金）～２８日（月）
９：００～１７：００２８日は～１３：００
１０月２６日（土）
１０：００～１４：００

１１月２日（土）
８：３０～２１：００

行事

い け 花 展

芸能フェスティバル

市 民 茶 会

音楽合同フェスティバル

空城流詩吟の会

エム・オー・エー展示会
（協賛行事）

市 民 俳 句 大 会

市 民 短 歌 会

書研同人書道展

川 柳 の 会

大館市民劇場公演

期 間 １０月１２日（土）～１１月２日（土）

ご家族おそろいでお楽しみください。

ご協力を
お願いします

大館市民
芸術文化祭

１１００月血

第３２回

献

秋田弁護士会の大館・北秋法律相談センター

スマイルラララ♪

お気軽に
ご相談ください

子育て伝言板の名前が決まりました

１１００月

� �

談

広報大館２００２．１０．１

名前は

相

�



催

し

ペ
ッ
ト
霊
園
慰
霊
式

と

き
・
１０
月
１０
日（
木
）１０
時
〜

と
こ
ろ
・
ペ
ッ
ト
霊
園
前
広
場（
柄
沢
）

生
活
環
境
課（
内
線
２
４
７
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
習
と

森
林
経
営
回
帰
教
室

○
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
習

と

き
・
１０
月
２０
日（
日
）

１０
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

対

象
・
中
学
生
以
上
５０
人

○
森
林
経
営
回
帰
教
室

と

き
１０
月
２０
日（
日
）
９
時
〜
１６
時

対

象
・
１８
歳
以
上
５０
人

※
会
場
は
ど
ち
ら
も
田
代
町
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー（
田
代
町
役
場
隣
）で
す
。

対

象
森
林
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
か
た

や
森
林
所
有
者
な
ど
で
、
森
林
施

行
技
術
を
習
得
し
た
い
か
た

持
ち
物
・
昼
食
、
作
業
で
き
る
服
装

申
込
先

秋
田
県
北
秋
田
総
合
農
林
事
務
所

�
０
１
８
６
―
６２
―
１
４
４
５

fax
０
１
８
６
―
６２
―
９
８
５
５

農
林
課（
内
線
２
０
８
、２
９
１
）

ひ
と
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
in
大
館

県
で
は
、
大
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
講
演
や
、
県
北

地
域
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
方
々
の

体
験
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
１０
月
６
日（
日
）
１３
時
〜

と
こ
ろ
・
市
民
文
化
会
館

秋
田
県
バ
リ
ア
フ
リ
ー
促
進
チ
ー
ム

�
０
１
８
―
８
６
０
―
１
１
２
４

フ
ロ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ

in
北
欧
の
杜

と

き
・
１０
月
１２
日（
土
）、１３
日（
日
）

１０
時
〜
１６
時

と
こ
ろ
・
北
欧
の
杜
公
園（
合
川
町
）

内

容
押
し
花
・
ハ
ー
ブ
・
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
展
示
、
農

産
物
の
販
売
、
体
験
教
室
な
ど

秋
田
県
造
園
協
会

�
０
１
８
―
８
２
４
―
２
７
３
７

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

発
展
途
上
国
で
２
年
程
度
、
技
術

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
く
だ
さ
る
か
た

の
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

・
青
年
海
外
協
力
隊（
満
２０
〜
３９
歳
）

と

き
・
１０
月
１７
日（
木
）１８
時
３０
分
〜

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
満
４０
〜
６９
歳
）

と

き
・
１０
月
３１
日（
木
）１８
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館（
秋
田
市
）

※
募
集
期
間
は
１０
月
１０
日（
木
）〜
１１

月
１６
日（
土
）で
す
。

国
際
協
力
事
業
団
東
北
支
部

�
０
２
２
―
２
２
３
―
４
７
７
２

骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

と

き
・
１０
月
２６
日（
土
）

１０
時
〜
１４
時
３０
分

と
こ
ろ
・
樹
海
ド
ー
ム（
圏
域
産
業
祭
）

大
館
鹿
角
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
５２
―
３
９
５
５

技
能
検
定
（
国
家
試
験
）

実
施
職
種

機
械
加
工
、
鉄
工
、
電
気
機
器
組

立
て
、
婦
人
子
供
服
製
造
、
建
築

大
工
、
配
管
な
ど
５２
種
５４
作
業

試
験
日

１１
月
２９
日（
金
）〜
１５
年
２
月
２３
日

（
日
）の
指
定
さ
れ
た
日

受
け
付
け
締
め
切
り
・
１０
月
１１
日（
金
）

※
受
検
申
請
書
は
大
館
総
合
技
能
セ

ン
タ
ー
で
差
し
上
げ
ま
す
。

大
館
総
合
技
能
セ
ン
タ
ー

�
４３
―
２
６
１
０

問問

問 問

問 問問

申し込み先など

〒０１７－０８２２大
館市字桜町南４５
－１中央公民館
「初心者のため
のパソコン講
座」�４２－４３６９

先着順。
サンクレア
大館
�４５－０５１５

写真講座の締
め切りは１０／７、
パソコン講座
は１０／１０。職業
訓練センター
�４３－５８１７

１０月３日から
受け付け、先着
順。コミュニテ
ィセンター
�４７－７０７０

定員

１０人

１５人

２０人

１５人

各
２０人

１２人

２０人

持ち物・費用など

対象は１８歳以上でパソコンに触れたこと
のないかた。受講料（１，０００円）。はがきに
住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号を
書いて１０月１５日（火）までお送りください。

受講料（５，０００円）、資料代（５００円）、
習字用具
受講料（５，０００円）、用具代（３，０００
円）、はがき
対象は初心者。受講料（６，０００円）、
テキスト代（２，２００円）、カメラ
インターネットやＥメールの操作方法な
ど。受講料（３，０００円）、教材費（１，７５０円）
プレゼンテーションの使用方法や特殊効
果。受講料（３，０００円）、教材費（２，０００円）
材料費（３００円）、速乾ボンド、手芸
用はさみ、タオル

習字用具、半紙、新聞紙

と き

１０月２８日（月）、２９日（火）、３０日（水）、３１日（木）
９：００～１２：００

１０月２５日～１５年３月１４日 毎月第
２、４金曜日 １０：００～１２：００
１０月２４日～１２月２６日 毎週木曜日

１０：００～１１：３０
１０月１０日～１２月２６日 毎週木曜日

１８：００～２１：００
１０月２８日（月）、３０日（水）、１１月１日（金）

１８：３０～２１：００
１０月２２日、２４日、２９日、３１日、１１月５日、７日

１８：３０～２１：００
１０月２６日、１１月２日、９日の土曜日

１３：００～１５：００

１０月１１日～１５年３月２８日 毎週金曜日
１３：００～１５：００

ところ

中 央
公 民 館

サンクレア
大 館

職業訓練
センター

北 部
シ ル バ ー
エ リ ア
コミュニティ
セ ン タ ー

講 座 ・ 教 室 名

初心者のためのパソコン
講座 （全４回）

書道教室 （全１０回）

絵手紙教室 （全１０回）

写真講座 （全１２回）

パソコン講座
インターネット入門（全３回）
パソコン講座
パワーポイント（全６回）
園芸教室「コーン人形づくり」
中級者コース （全３回）

初級書道教室 （全２３回）

�広報大館２００２．１０．１

市 役 所
�４９－３１１１

（財）大館市勤労者福祉事業団主催

ハイキング教室
１０
月
２０
日（
日
）

公表中です中山間地域等直接支払交付金 公表場所 市役所農林課 問 農林課（内線２９４）

コース
康楽館、小坂鉱山事
務所、坂梨峠、矢立
ハイツ
定 員・２５人（先着順）
参加費（昼食代含む）

１，５００円
※１６時に市役所到着
の予定です。

申問サンクレア大館
�４５―０５１５

８
時
３０
分
市
役
所
出
発

お知らせ



ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

募

集

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
戸
数
と
家
賃
（
月
額
）

▽
第
１
獅
子
ケ
森
住
宅
・
１
戸

３
Ｋ（
４８
�
）

８
、６
０
０
円
〜
１
９
、０
０
０
円

▽
根
井
下
住
宅
・
２
戸

２
Ｋ（
３１
�
）ま
た
は
３
Ｋ（
３７
�
）

２
、７
０
０
円
〜
７
、３
０
０
円

▽
大
森
野
住
宅
・
３
戸

２
Ｋ（
３１
�
）ま
た
は
３
Ｋ（
３７
�
）

２
、９
０
０
円
〜
８
、１
０
０
円

敷

金
・
家
賃
の
３
カ
月
分

資

格
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

連
帯
保
証
人（
２
人
）が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
１０
月
１５
日（
火
）ま
で

入
居
時
期
・
１１
月
下
旬

○
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

場
合
は
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

と

き
・
１０
月
２２
日（
火
）
１０
時
〜

と
こ
ろ
・
市
役
所
３
階
第
２
委
員
会
室

※
本
人
ま
た
は
代
理
人
に
抽
選
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
必
ず
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
課（
内
線
３
１
０
、３
６
４
）

そ

の

他

認
可
外
保
育
施
設
の
届
け
出

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
１０

月
か
ら
認
可
外
保
育
施
設
の
事
業
者

は
秋
田
県
知
事
に
届
け
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

大
館
鹿
角
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
５２
―
３
９
５
５

住
基
ネ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
せ

専
用
電
話
を
終
了
し
ま
し
た

市
で
は
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）

へ
の
問
い
合
わ
せ
専
用
電
話
を
終
了

し
ま
し
た
。
住
基
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

疑
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
課（
内
線
２
２
９
）

湯
夢
湯
夢
の
里
温
水
プ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

機
械
点
検
・
水
交
換
と
工
事
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

期

間
・
１０
月
７
日（
月
）〜
３１
日（
木
）

観
光
物
産
課（
内
線
２
８
３
）

不
正
軽
油
一
掃
作
戦

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
と
し
て
、

軽
油
以
外
に
重
油
や
灯
油
を
使
用
・

販
売
す
る
こ
と
は
軽
油
引
取
税
の
脱

税
行
為
に
つ
な
が
り
ま
す
。
県
で
は
、

今
月
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
走
行

車
両
、
工
事
現
場
の
建
設
機
械
等
の

燃
料
抜
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
不
正
軽
油
等
の
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
北
秋
田
県
税
事
務
所

�
４９
―
２
２
１
１

味
の
秋
田
ブ
ラ
ン
ド
を
よ
ろ
し
く

あ
き
た
食
品
振
興
プ
ラ
ザ
と
県
で

は
、
１０
月
を
県
産
食
品
愛
用
運
動
の

強
調
月
間
と
し
、
次
の
マ
ー
ク
の
あ

る
県
内
の
協
力
店
で
味
の
秋
田
ブ
ラ

ン
ド
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
「
食
材
の
宝
庫
・
秋
田
の

味
」
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
き
た
食
品
振
興
プ
ラ
ザ
事
務
局

�
０
１
８
―
８
６
０
―
１
７
７
５

市

民

の

善

意

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

佐
藤
藤
雄
さ
ん
（
小
袴
）

野
菜

大
里
修
一
さ
ん
（
東
町
）

５
万
円

佐
藤
玲
子
さ
ん
（
千
葉
県
）
５
万
円

県
立
大
館
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
３
、２
８
７
円

○葉っぱや実のしくみを観察しよう
と き １０月２６日（土）
○葉っぱを使って葉脈しおりを作ろう
と き １１月２３日（土）

○手作りホッカイロを作ろう
と き １２月２１日（土） 材料費 ２００円

※時間はいずれも１０：００～１１：３０です。
ところ 郷土博物館 対 象 小・中学生
定 員 各２５人（先着順）

申
・
問

申問 勤労青少年ホーム �４２－０８７２
と き
１０月１６日、３０日、１１月１３日の水曜日 １８：３０～２０：３０
ところ 勤労青少年ホーム
持ち物 エプロン、三角巾、ふきん、台ふきん
内 容
フィリピンのビーフン、中国のジャージャーめん、
インドネシア風焼きそばの調理実習と各国語講座

材料費 １回８００円程度 定 員 １５人（先着順）

問 問

申問 秋田県男女共同参画課 �０１８－８６０－１５５５
と き １１月１０日（日）９：３０～１６：３０
ところ 北部男女共同参画センター（大町）
対 象 女性３０人（先着順） 受講料 無料 問問

問ウィーンフィルメンバーによる室内楽を楽しむ会
事務局 �４３－９２４０

問

と き １０月２３日（水）１９：００開演
ところ 市民文化会館大ホール
入場料（全席自由・当日は５００円増し）
大 人 ３，０００円 高校生以下 １，０００円

※チケットはアリス楽器、いとく大館ショッピングセンター、
音の店いわしや、きらら、コンチェルト、ジャスコ大館店、
竹村楽器、ダウランド、又久書店、市民文化会館で販売中。

このロゴは、県内
の食品企業が製造
する加工食品に付
けられます。

本場のめんづくりと海外旅行に便利な簡単会話

職場や隣人の「役に立つ人との接し方」を心理カウンセラーと

コンサート～初めてのかたもお気軽にお楽しみください～

子ども科学教室
申問 郷土博物館 �４８－２１１９

ミニ国際交流～アジアめん３種～（全３回）

働く女性のコミュニケーション講座

ウィーン・アルカディア・ピアノ四重奏団

広報大館２００２．１０．１

参加者募集

�




